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序 ´  文

昭和45年 12月 16日 ,国指定史跡「長根貝塚」より東へ約 1血の地,点 において,町道小里長

根線道路新設工事作業中に現湯 より8世紀はじめのものと推定される須恵器の窯跡を発見

したことは、昭和46年 2月 ,涌谷町教育委員会発行の調査概報「長根窯跡」をもってすで

に御報告申し上げておるところでございます。

この遺跡は全国遺跡台帳にも登載されていないものであり,東北古代史にとって極めて

重要な問題を提起するものであります。

涌谷町教育委員会はこの遺跡のもつ歴史的意義を解明するため,宮城県多賀城跡調査研

究所長岡田茂弘氏に調査の指導をお願いし,宮城県古川高等学校教諭佐々木茂禎氏および

宮城県多賀城跡調査研究所技師桑原滋郎氏を担当者として,昨年 8月 に発掘調査を実施い

たしました。

ここにその調査結果がまとまりましたので,集大成のうえ,報告書として発行すること

にいたしました。学術資料 として御活用いただければ幸いと存じます。

尚,本報告書を発行するにあたり,御援助をいただきました関係者の各位 ,と くに宮城

県教育庁文化財保護室調査係長志間泰治氏をはじめ,宮城県多賀城跡調査研究所の所員の

方々および宮城県古川高等学校郷土研究部の諸君にたいし,厚 く御礼申し上げる次第でご

ざいます。

昭和47年 3月

涌谷町教育委員会

Ⅲ 教育長 百 々 六 良ト
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I 窯跡群の位 置 と現状
長Ⅲ窯跡群 は,宮城県遠田郡涌谷町小里字長根南の地内に存在す る。 この地 は,国鉄石

巻線涌谷駅 の北方約 7 kmの 地 にあたる。涌谷町の中心か ら県道仙台一気仙沼線 によって箆

岳丘陵北麓 の小里部落付近 に達す ると,水田地帯 をへ だてて約1.2km北方 に長根丘陵を望む
ことがで きる。長根丘陵 は遠田郡 田尻町の大貫丘陵か ら東へのびた幅約400m,延長約 5km
ほ どの細長 い丘陵 で,砂礫 ない し粘土 を主体 とした新 第二紀鮮新 世 の地層 で構成 されてお

り,丘陵上 の標高 は20m前後 である。

長根窯跡群 は, この丘陵の南斜面 に位置 し,東西約 250mの 範囲 にわたって 7カ所の地点
に分布 している。発見 の順序 に従 がってAか らGま での地点名称 を付 したが,後述 のよう
にA～ Cの 3地点の窯跡各 1基 について,発掘調査 を実施 した。以下 に各地点 の位置 を記
す ことにす る。

4地点  涌谷町小里字長根南79の 2番地 の大川直行氏所有 の草地 にある。 この地′くは

長根丘陵南斜面の中腹 にあた り,窯跡の海抜高度 は17m前後 である。 A地点 では 1基 の窯

跡の存在 が知 られているが,こ れは後述す るように町道新設改良工事 の際 に発見 されたも
ので,長根窯跡群 が発見 され る契機 となったものである。

B地点   涌谷町小里字長根南 87の 1番地 の大友近氏所有 の畑地内にあたる。 この地点
の窯跡 も 1基発見 されてお り, これは農道のの り面 に窯体 がかかっていた。

C地点  涌谷町小里字長根南87の 2番地 の問間吉雄 氏所有 の豆畑 にあると B地′点と極
めて近 い位置 にあ り,丘陵の裾部 に近 い標高 7m位 の南斜面 に窯跡が構築 されている。発

掘調査 したのは 1基 であるが,他に数基存在す ると予想 され る。

D地点  涌谷町小里字長根南 79番

地 の大川直行氏の宅地内にあ り,母屋

の西側 に近 い ところである。母屋建設

のため長根丘 陵南斜面の裾部 を削平 し

た際 ,大川直衛氏 によると,須恵器壷

や甕 の破 片等 が出上 した とい う。現状

では窯跡の存在 を示 す遺構が全 くみ ら

れないので,煙減 した もの と考 えられ

る。

E地点  涌谷町小里字長根南77番

地 の木村治氏所有 の畑地 内にある。長

根窯跡群 の最西端 にあた り, D地′点の

西方 に,長根丘陵 に直交状 に入 る別の

谷があるが,E地 点の窯跡 はこの谷の

西斜面 に窯体 を東 に向 けて構築 されて

いる。窯のす ぐ上 を農道がこの谷 に並

行 して通 っているが,そ の直下 の柿の

木の生 えている付近 にスサ入 り粘土の

第 1図  宮城 県北部 の古代 窯跡

1.長根窯跡洋 2.木戸窯跡群 3.大吉山窯跡群
4.日 の出山窯跡群 5。 春日大沢窯跡群 6 台の原、小田原窯跡群
7.須江窯跡群 8i 北長根窯跡群 9.島 屋窯跡群
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窯壁 と共 に須恵器 が散布 している。

F地点  涌谷町小里字長根南 115番地 の伊藤俊雄 氏所有の畑地内にある。長根窯跡群の

最東端 にあたる。伊藤氏の母屋の裏手であるが ,伊藤氏の宅地 もD地点の大川氏宅 と同様

に丘陵南斜面 の裾部 に造成 されているため,C-1号 窯跡の高 さを考慮 に入れ ると,窯跡

は造成工事 で影響 を受 けているか も知れない。

G地点  涌谷町小里字長根南79の 1番地 の木村直窮氏の所有地 で,現状 は墓地 となっ

ている。 E地点 とは間に谷 をはさんで相対す る位置 にあたつてお り,墓地の一角 にスサ入

り粘上の窯壁体 が確認 されている。
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H発 見 の 経 過

長根窯跡群 の存在 が広 く知 られ るようになった契機 は,A地 点の窯跡の発見 によるもの

である。 そこでいま,そ の経過 を記す と次の ようなことになる。

涌谷町 は,昭和45年 の12月 3日 よ り,涌谷町小里字長根南79の 2番地 内 を通 る町道小里

長根道路新設改良工事 を施工 した。 A窯跡 は,そ の作業 に従事 していたブル ドーザーが丘

陵南斜面 を掘削 した ところ偶然 に上器 が出上 したことをきっかけ として発見 されたもので

ある。

昭和45年12月 17日  土器発見の報 によ り,直 ちに宮城県涌谷町教育委員会社会教育課長

山本泰一 お よび宮城県古川高等学校教諭佐 た木茂槙 らが現地踏査 を行 なった ところ,上器

第
｀
2図 長根窯跡群地形図
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の破 片 とともにスサ入 り窯壁 の断片が散乱 しているところか ら,土器の出土 は窯跡の破壊

にイ半うものであることを確認 した。窯跡はすでに大部分 が破壊 されていたが,付近 に散乱

していた遺物 を一見す ると,器形・製作手法 ともに極 めて古 い要素 をもつもの と思われた。

ついで12月 20に ,宮城県多賀城跡調査研究所技師桑原滋郎・同平川南 。同進藤秋輝 と佐 々

木茂損 は,再度現地調査 を行 ない,窯跡の一部分 がなお残存 していることを確認す るとと

もに,出土土器 の収集整理 につ とめた。

その結果,窯跡 についての発掘調査 は後 日をまつ ことに し, その段階での まとめ を主 に

土器 について行 なった。 それが昭和46年 2月 に涌谷町教育委員会 が発行 した報告書 『長根

窯跡』 である。

ⅡI調 査 の 経 過
A地点 で窯跡が発見 され,そ の出土品が学術上 きわめて貴重 なものであることが報告 さ

れた結果 ,長根窯跡 に対す る関心 は とみに各方面 で高 まった。 これ を背景 に した涌谷町教

育委員会・同文化財保護委員会 では,昭和46年 4月 ,遺跡 を顕彰 しあわせて保存対策 をた

てるための発掘調査 を年度事業の 1つ とす ることを決定 し, その調査 を再 びわれわれに依

頼 された。

昭和46年 7月 11日 ,宮城県多賀城跡調査研 究所岡田茂 弘・桑原滋郎・進藤秋輝・西脇俊

郎・高野芳宏 お よび宮城 県古川高等学校佐 々木茂損 が ,発掘予定地 の予備踏査 を行 なった

ところ, A地点の窯 の焼成室 の煙道部 は工事 による破壊 をまぬがれて遺存 していることが

観察 された。

また,A地 点周辺の谷の斜面 ごとに,やや広 く土器片や窯壁体 の残片 にもとづ く分布調

査 とボー リング調査 を行 なった ところ,予想外 に範囲が広が り少 くともさらに 5地点 に窯

跡が存在す ることをつ きとめ,こ れ らが「長根窯跡群」 をなす こ とを確認 した。 そ の 後 ,

佐 々木茂槙 と桑原滋郎 が再度分布調査 を行 なった際 に, さらに 1地′点を加 えることがで き

た。 これ らを合せ た 7地点の所在位置 と現状 については,す でにのべたので省略す る。

その際 に確 かめた地点の うち,B地 点は道路のの り面 に窯体 の一部 がかかって破壊 され

るおそれがあ り, C地点 につ いて も,窯壁 の断片が散舌とし耕作 によって遺構の原状 がこわ

され るッと、配 が大 いに認め られた。

このため,長根丘陵 における窯業生産形態の一端 を明 らかにす るため ,緊急 を要す るA
～Cの 3地点 を選 んで発掘 を行 なう計画 をたてた。

か くして, lヵ 月の後所定の手続 も完了 したので,昭和 46年 8月 10日 よ り約 10日 間の予

定 で ,つ ぎの組織 によ り発掘調査 を実施 した。

調 査 主 体  涌谷町教育委員会

調査指導者  宮城県多賀城跡調査研究所長  岡田茂 弘

調査担当者 宮城 県古川高等学校教論 佐 々木茂 槙

宮城県多賀城跡調査研究所技師 桑原滋郎

調査参加者 宮城 県多賀城跡調査研究所技師 工藤雅樹・進藤秋輝・平川南・西脇俊郎

所員 高野芳宏・古泉弘・小松正夫・野崎準 。清野洋子

宮城 県古川高等学校郷土研究部員



早坂光博 ・鈴木均・新 沼秀二・後藤正彦・大友徹郎・有路俊昭・小川

邦博・青木景朝・角田俊晃・鈴木覚・角田裕 史・大泉孝夫・桜井俊一

浅野盛夫・笠松浩太郎・佐 々木修

調査協力者 大川直衛 ・大川直行・大友近・門間吉雄

畔 ⅢL―………ど空L_詢峙_聖甲m

8月 9日 午 後 に,発掘 調査 用資材 の

運搬 を行 ない,翌 10日 に各窯 跡 の ほぼ

中央 を縦 断 す る基線 を設 けて地 区割 り

をお こない ,発掘 を開始 した。 まず表

上 を除去 した ところ, それ ぞれの地 点

にお いて須 恵器 片 お よび窯壁 ・ 木炭 ま

じ りの黒色 上 が 1カ 所 づ つ存在 して い

るこ とが認 め られ た。 その ため , これ

を各地 点 にわ けて A-1号 窯 跡 ,B一
1号窯 跡 ,C-1号 窯 跡 と名づ け た。

つ いで ,窯跡 内 の堆積 上の除去 お よ

び床 面 の清掃 を行 な い遺 構 の検 出 につ

とめ た ところ,12日 まで には ,B-1

号 窯 跡 おょびC-1号 窯跡において,ヘ

ラ切 りで再調 整 を行 なわ ない技法 の須

恵器 杯 等 を検 出 し, これ らが A-1号

窯 跡 出上 の須 恵器 よ りも新 しい時期 の

窯 によって生産 されたものであることが確かめ られた。 ひ きつづ き各窯跡 については写真

撮影 を行 なったのち,15～ 16の両 日に遣 り方 を設定 して遺構の実側 を行 なった。

この間,8月 12日 の午後 には,地元住民 を対象 とす る現地説明会 を開催 して遺跡の顕彰

につ とめ る一方 ,調査 の成果 を岡田茂弘か ら報道関係者 に発表 し,長根窯跡群 の学術的価

値 と保存の意義 につ いて普及 につ とめた。

こうして予定 した調査 は,補足調査 もふ くめて18日 には終了 したので,ひ きつづ いて19

日に〕里戻T4r業 を実施 して, ここに調査 の全行不呈を終 えることがで きた。

なお,今回の調査 にあたっては,A・ BoC3地 点の土地所有者 の方 々をは じめ,地元

長根部落の大勢の方 々の献身的な協 力 を受 けたことを忘 れ ることがで きない。 ここに報告

書 を成すにあた り, 心 か ら感謝の意 を表 したい。
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第 3図 発掘調査地区地形実測図



Ⅳ A地 点 1号窯跡
1.発見遺構 (図版 2-c 第 4図 )

丘 陵南斜 面 の 中腹 にあ る。先 年度 報告 した通 り,窯休 の下 半 と灰 原 は,町道工事 の ブル

ドーザ アー に よ り破壊 され てお り,焼成部 の上 半 3.2mを 残 す のみ であ る。 窯体 主軸線 は

ほぼ磁 北 と一致 す る。 残存 して い る焼成部 は,赤褐色 の酸化 層 の床 面 と,高 さ10cm,長 さ

約 50cmの 東 TRI窯壁 であ る。最大 巾は 1.2mほ どで,奥へ ゆ くに従 って,狭 まって い る。現

存 す る壁 面 には,スサ入 り米占土 を貼 りつ けて は いないが,地形等 か らみ て,半地下 式 と考

え られ る。 床 面 は約 20° の傾斜 を もって い る。 上端 か ら 2.6mの 所 で傾斜 が ゆ る くなって

い る。

2.出 土遺 物 (図版 5・ 6 第 5図 )

すべ て須 恵器 であ る。 器 形 には,杯・蓋・盤・長頸瓶・甕 な どがある。先 年 の報告 です で に

述 べ たが, ここで その一部 を再録 す る。 なお先 に甕 も,共 に出上 して い る と記 したが,今
回の発掘調査 でB地点 1号窯が発見 され,甕の一部 はそちらの出土品 と考 えられ るにいたった。

器質 はや や軟 質 で あ る。 胎土 は4、砂粒 を含 んで い るが,さ して粗 くは な い。 調整 の ロクロ

はすべ て右 まわ りで あ る。

杯 I(図 版 5-a～ d 第 5図 1～ 5)
口径 12cm,高 さ 4.5Cm内外 ,底径 は 8.3cm前後 で,底部 には,径 7.5cm内外 で高 さ l cm

弱 の高 台 が付 く。休 部 と口縁 部 は,外上 方 に直 線 的 にの び,口縁端部 は まる くお さめ る。

底菩卜には, ゃゃ丸底 風 の もの と, ほぼ平 らな もの とが あ る。 休苦卜と底音卜の境 界 は肖Uり 再調

整 に よ り明瞭 な稜 をな して い る。 高 台 は杯 底部 周縁 よ り l cm弱 内側 に付 け られ,割合 厚 く

外 方 にふ んば り,先端 はやや肥厚 して丸 くお さめ て い る。 器 面 内外 は ロク ロ調整 され て い

る。 外 面 の体部下                ド

半 か ら,底部 の全

面 にわた って,丁
寧 な回転 ヘ ラ削 り

の再調 整 を行 い
,

その後高 台 を付 着

して い る。 多 くは ,

回転 ヘ ラ削 り調整

の ため,そ の前段

階 の ロクロか らの

離 し方 を知 りえ な

いが,一例 のみ で

あ るが,底部 の削

り残 しの部分 に ,

ヘ ラ切 りの痕 跡 を

と どめ て い る資料

が あ る。

い

第 4図  A地 点 1号窯 跡実 測 図
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杯 H(図 版 5-f 第 5図 11)

口径 22.3Cm,高 さ 5.4Cmの 大 きさをもち,杯 としてはやや大 き目である。体部 は底著Ьか

ら丸味 をもって,わ ずかに内湾気味に立 ちあが り,な かばか らやや外反気味 に外上方 にひ

ろが り丸 くおさめた口縁端部 にいたる。休部 は浅 目で休部 と底部 の境 界はさして明瞭 では

ない。高台は径 14Cm弱 で下方はやや肥厚 して外方 にふんばる。高台端面 は,わ ずかに外上

方にむ き,中凹み で あ る。 体部 は, ロクロ調整 され,底部 は回転ヘ ラ削 りの再調整 を行

ない,底部 より小 さめの高台 を付着す る。 内面底部中央付近 に,中 l mmほ どの沈線がひか

れているものがある。或 はヘ ラ言己号 であるか も知れない。

Cm

第 5図  A地点 1号窯跡出土須恵器実測図

杯 III(第 5図 6)

口径 14.6cm,高 さ 4.4cmの もの であ る。 休部 は厚 目の底部 か ら,ご くわずか に内湾気 味

に外上 方 |こ 立 ちあが り,口縁 部 に いた る。 日縁 端部 は丸 くお さめ て い る。 底部 は平底 では

な くゆ るい九底 をな し,高台 はつ か ない。 体部 と底部 の境 界 は,明瞭 で な い。 器 面 内外 は

6-
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ロク ロ調整 の後 ロク ロか らはヘ ラ切 りで離 され る。 底部全 面,回転 ヘ ラ削 り再調 整 を行 な

って い るが,わ ずかの削 り残 しの部分 にヘ ラ切 りの痕 跡 を留 め て い る。 底部 には,沈線 に

よる× E口 んヾ亥むさイ化て い る。 ^、 ラ言己号か もA「Iれ ない。

杯 Ⅳ (第 5図 7)

底部 を欠 く小破 片 で あ る。休 部 は杯 Iと 異 な り,やや内湾気 味 に外上 方 に立 ちあが って

お り, 口縁端部 は九 くお さめ て い る。 高 台 がつ くか どうか はわか らない。 口径 12.4cm,底

径 9。 3cm′まどか と推 定 され る。

盤 (第 5図 12)

休 部下 半 か ら底菩Ьにか けての破 片 であ り,全休 の形 はわか らな い。体 部 は径 11.6cmの 底

部 か らゆ る く内 湾 しつ つ外上 方 に立 ちあが る。 高 台 は付 か ない。杯 Hに くらべ て厚 目であ

り, 杯 Hよ りもやや深 い器形 であ ろ うとお もわれ る。 体音Ь下 半 か ら底部全 面 にか けて, 回

転 ヘ ラ削 りの再 調整 を行 なって い る。

蓋 (図版 5-e 第 5図 8～ 10)

直雀紫,24.5cm, 高 さ約 4.5cmの もの であ る。 天丼部 はなだ らか な丸味 を もって, 日縁部

にいた る。 口縁 部 はわずか にお りまげ るがや や外 方 をむ いて い る。 口縁 端部 は まる くお さ

め る。 天丼部 中央 にはか な り偏 平 なつ まみ がつ く。 つ まみ は偏平 であ るが,チ お宝珠形 の

お もかげ を とどめ て い る。 口縁 音Ь内面 にか え りはつか ない。 天 丼 部 上 半 は 回 転 ヘ ラ削 り

再調整 を した後 ,つ まみ を付 着 す る。 この蓋 は杯 Hと セ ッ トにな る もの と考 え られ る。

長 頸瓶 (図版 6 第 5図 15・ 16)  |
ほぼ完全 な もの (図版 6-a)と 頸部 を欠 くもの (図版 6-b)と がある。第 5図16は 高 さ

29,70m, 日径 13.6cm, 体音略 :20,7cmで ぁ る。 口径 部 は糸田長 く, _L方 に外 反 しつシつの び る。

口縁端部 は,斜下 方 に短 か くつ まみ だ され て金い 稜ヽ をなす。 口縁 端部 の下 方 l Cmほ どの と

ころに, 1条 の隆線 が あ るのが特 徴 であ る。 ほぼ直線的 な肩部 は,鋭 く屈 曲 し胴部 か ら底

部 に いた る。 底部 には厚 い,外方 にふ んば った高 台 がつ く。 高 台 の端面 はほぼ水 平 で,外
周部 がやや上 方 をむ く。 胴部 か ら底部 にか けて,回転 今 ラ削 り調整 を し,そ の後 高 台 を付

着 す る。 体部 と顎部 の接 合 は 3段構 成 で あ ろ う。第 5図15は ,頸部 を欠 くもの であ る。やや

内湾気 味 の肩部 が鋭角 に屈 曲 し,胴部 ,底部 にいた る。 肩部 と胴部 の境 界 の屈 曲部分 に太

目の 沈 線 が 1条 め ぐる。 高 台 は 16と や ゃ こ とな り, さ して厚 くな く,垂直 に短 くの び

て端部 カウト方 に屈 曲す る。 高 台 の端 面 は,タト上 方 に向 いて い る。 胴部 か ら底部 にか けて ,

回転ヘ ラ削 りの再調 整 を行 ない,そ の後 ナ デの仕上 げ を行 なってお り,ナ デの重複 す る状

態 が観察 さ/Lる 。 頸苦呂とイ木言るの接 合 は 3手斐構 成 くaぁ る。 】同著呂|こ 2ヵ 刃拿とだミ苦呂21‐面 に lヵ 刃F

ヘ ラ言己号 か と思 われ る もの が あ る。 胴部 の もの は ×印 で巾 l mm弱 の沈線 であ り,底部 の そ

れ は針先 で引 い た よ うに ご く細 い沈線 であ る。

照 ?(第 5図 13・ 14)

小破 片 の ため判 然 としないが,照の 口縁苫呂破 片 か と思 われ る。 第 5図 14は 口径 21.5Cm,

第 5図 13は 口径 を測定 しえない。

この他 に波 状 文 の あ る甕 口縁 部 小 破 片 ,体 部 破 片 な どが あ る。 な 部 の 破 片 は何 れ

も小 破 片 であ る が ,厚 手 ,薄 手 の ち が い が あ る。 厚 手 の もの は 2 cmほ どの厚 さで,外
面 には,平行状 の叩 き目が あ り,内 には円弧状 文務 とゝ思 われ るあて道具 の痕 跡 が あ る。 薄



手 の もの は,外面 に平行状 叩 目,内面 に同心 円文 の もの,外面 は平行 叩 目で内面 にあて道

具 の痕 跡 の ない もの,両面 なめ らか な もの な どが あ る。

V B地 点 1号窯跡

1.発見遣構 (図版 3 第 6図 )

A地点 1号窯跡の東南約54mに ある。 この窯 も町道工事 によ り,燃焼室の下半 と灰原 を

失っている。窯体主軸線 は,磁北の東 よ り約 6° 30′ 南 に偏 している。標高 はA地点 1号窯

よ り7mイ氏く栞■OmЧ今ある。

燃焼室 は約60Cm程残 ってお り,中 は約80Cmで ある。焼成室 とは,やや傾斜 がことな り,

巾もややせ まいので,燃焼室 とみ とめた。床面の角度 は約 6° である。焼成室 は,長 さ3.9

mで,最大 中は約 lmで ぁ り,上端近 くまで中はほぼ一定 である。深 さは最 も深 い ところ

で40mほ どである。床面 と壁面 は青灰色 に堅 く焼 け しまっているが,上端 に近 い部分 では

壁は残 っていない。壁面のカーブか らみて,高 さは lm弱 ではないか と思 われ る。窯中に

は,ス サ入 りの窯壁 が,落 ちこんでお り,半地下式のあな窯 であることがわか る。床面の

傾斜角度 は約 24° である。上端 のさらに上方約 lmの所 に,焼土や木炭片がわずかに入 り

こんだ,直径 70cmほ どの浅 い くばみがみ とめ られた。須恵器片が 1片発見 された。

2。 出土遣物 (図 版 7・ 8-a一 f 第 7図 )

この窯跡か らは若千の須恵器が出上 したので出土遺物 は,短期間の もの とみ とめ られ る。

LllA

床 面 に重複 はみ と

め られ なか つた。

器 形 として は,杯

蓋 ・瓶 。甕 。硯 な

どが あ る。

杯 I(図 版 7-

b・ c 第 7図

1・ 2)

2点 出上 して い

る。 21ま 直径 14.4

cm, 膚子さ 3.4cm,

底径  9,3, 11よ直

径ヨ15。 5Cm, P寄 さ3.4

cm,底径 10Cmで ぁ

る。 体部 は, 底著呂

とあ ま りは っ き り

した境 をな さず に

立 ちあが り,わず

か に外 反 しつつ 口

縁音Ьにい た る。 浅

A―一―――一

() 

…
                                           ?                                          Im

号 窯 跡実測 図

▼
~~dぎ

ηr h‐

~―
ざ

上彎_六十学生

第 6図  B地 点 1
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1

第 7図  B地点 1号窯跡出土須忠器実測図

い感 じを与 える。 口縁端部 は 1ではまる くお さめているが, 2では,端部 が,わ ずかに平
らにおさえられている。底部 は日径 に比 して割合大 きい。 わずかに丸底風 である。 ロクロ

か らは,ヘ ラ切 りではなされ,再調整 は全 くない。

杯 H(第 7図 4)

直径約21cmの 体部 に稜 をもつ ものの小破片がある。高台のつ くものであろう。或 いは稜
椀 というべ きか も知れ ない。

蓋 (図版 7-a 第 7図 4)

直径 21.3cm,高 さ 4.5cmの ものである。天丼都 中央付近は平 らであるが,稜 をつ くって

ななめ下方に直線的におお き く広 が り,口縁部 にいたる。 口縁部 は,鋭 くお りまげ られ ,

やや内方 をむいている。天丼部 には,割合高 い宝珠形のつ まみが付 け られている。

瓶

何 れ も小破片 で,全体 の形のわかるものはない。 口縁部・頸部 。肩部・底部 な どの破片
が数点 ある。

甕 I(図版 7-d 第 7図 7)

-9-



先年 の報告 で,A地 点 1号窯出土 としたものである。大型の甕 で,日径 約48Cm,頸部 は

体部 か らほぼ直線的に立 ちあが り, 上半 でゆるやかに/1・反 しつつ 口縁端部 |こ いたる。 口縁

端部 は,下方にわずかにつ まみ出 し,丸 くおさめている。 口縁端部 の下方 2 cm程 の ところ

に隆線が 1条め ぐる。頸部の文様 は先 にのべた隆線の下方に施 されている。 それぞれ 3な

い し4条の沈線 で区画 した中に,櫛描 き波状文 を 5段 にほどこしている。色調 は,灰色 で

部分的に黒 灰 色 又 は灰 褐 色 を呈 し,器質 はかたい。今 回の発掘調査 で,同類 と思 われ る

ものの,頸部破片が 1点出上 している。

甕 H

ゆがみがひど く図示 しえないが,C地 点 1号窯出土の甕 とほぼ同類の ものである。頸部

径 は約17cmと 思 われ る。体部外面 は,平行状 の叩 目があ り,内面 には,ア テ道具 の痕跡が

あるが,無文 である。

甕 III(第 7図 6)

直径 22.3cmの 大 きさである。休苦呂上半 と口縁部 のみの破 片 で あ るが,体部 はほ IF直 立

し,わ ずかにクト反す る短 い口縁部 にいたる。内外面共 ロクロ調整 されているが,内面 には

巻上 げ痕跡か と思われ る割れ 目がみ られ る。色調 は茶褐色 で,器質 はもろい。

これ らの他 に甕の破片が若千出上 している。薄手の もの と厚手の もの とがある。外面の

叩 き目文 と,内面のあて道具 の痕跡 とのちがいによ り分類す ると,い くつかに分 けること

がで きる。薄手の もの としては, 1外面が平行 叩 日で,内面 は円弧状 文 の もの, 2外面 が

平行叩 目で,内面 に痕跡のないもの, 3外面が平滑で裏 に円弧状 文のあるもの, 4内外 と

も平滑 なもの,5外 面が格子 目で,内面が平滑 なものな どがあ り,厚手の もの としては,

1外面 が格子 日で,内面が平滑 なもの,2外 面 が平行 叩 目で,内面 にあて道具の痕跡があ

るが無文 の もの,3外 面 が平行 叩 目で内が平滑 なもの,4外 面が平滑で,内面 に円弧状文

のあるもの,5両 面平滑 なものな どがみ られ る(図 版 8-a～ f)。

硯 (第 7図 5)

脚部のみの破 片 1片 である。半分近 く残 っているが,透 しな どはみ られない。

Ⅵ C地 点 1号窯跡

1.発見遺構 (図 版 4 第 8図 )

B地点 1号窯の東南約27mの丘陵先端 の南斜面の裾近 くにある。 この窯跡の地下 の部分

はほぼ完全 に遺存 していた。 ただし灰原 は後世 の耕作 の為 か,全 くみ とめ られなかった。

窯体主軸線 は,磁北 に対 して11° 31′ 東 に偏 している。標高 はB地′点 1号窯 よ り2m程低 く

約 8mで ある。

先 にも記 した様 に,燃焼室 も,焼成室 も残 っていたが,両者 を区別す るような,壁のせ

ばま りや,床面,窯壁の焼 け方の相違 な どはみ とめ られなかった。両者 をあわせ た長 さは

6.3m,最大 中は上端か ら 3～ 5mほ どにあ り,約1.5mで ある。 ただ上端か ら約 4.5mか

ら下方 に,わずかなが ら くぼみがみ られ る。 この苦Ь分 が燃焼室 であるのか も知れない。焼

成室床面の角度 は22° -24° 位 である。深 さは最 も深 い所 で40cm程残 っている。窯壁 は,上

-10-
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第 8図  C地 点 1号窯 跡実 測 図

端 と,下半 に良 く残 ってお り,半 ば崩壊 して しまって い る。窯壁 は青灰色 に焼 け しまってい

るが,床面 は茶褐 色 で あ る。 窯 中 には,ス サ入 りの窯壁 が落 ちこんでお り,ま た,地形 的

にみ て も半地下 式 で あ るこ とがわか る。 窯体 の上 端 に接 して,そ の上 に南北 1.2m,東西

1.Omほ どの不 整 方形 の浅 い凹みがみ とめ られ た。 B地 点 1号窯上 方 の浅 い ピ ッ トと同様 ,

焼土 や木炭 混 りの黒色上 がつ まって い た。

2.出 土遺物 (図版 8-g一 l 第 9図 )

出上 した もの はすべ て須 恵器 であ るが,あ ま り多 くは ない。 B地点 1号窯 同様 ,床面 に

重複 はみ とめ られ なか ったの で,出土遺物 は短 期 間の もの と考 え られ る。 器 形 として は蓋

長 頸瓶 。甕 な どが あ る。

蓋 (第 9図 3)

口縁部 の小破 片 で,直径 は計 測 で きない。 口縁 端部 は,わずか にお りまげ られ て い るが

外 方 をむ いて い る。

長  頸 瓶

頸音ると体苦Бの河ヽ破 片 が あ るが, 全体 の形 はわか らない。

甕 I(第 9図 2)

B地点 1号窯 で,甕 Ⅱ とした もの に類 似 す る甕 であ る。 口径 21.2cmの 大 きさで あ る。 日

頸部 は約 5 Cm位 の長 さ を もち, イ本音卜か らtaぼ直 角 に折 れ 曲が って, 口縁端 部 にいた る。 ロ

縁 端著Ьは,上下 をわずか につ まみ 出 して い るだけで単 純 であ る。体 部 は平行 叩 目が あ り,

二
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内面 は,ロ クロナ デ痕 跡

が あ る。  マ

甕 H(第 9図 1)

割合 大 きい もの で,日

径 34cmであ る。 わずか に

内湾 しつつ ほぼ垂 直 に立

ちあが る体 部 _L半 か ら,

短 か く外 反 す る口頸部 を

もつ もの で あ る。 口縁 端

菩Ьは」ヒ・ 下 1こ 】bず か |こ つ

まみ出 され て い る。 内外

面 ともロ クロ調 整 で叩 目

はみ られ な い。

これ らの他 は何 れ も月ヽ

破 片 で あ る。 口頸部 の破

片 として は, 口縁淵i部の
第 9図  C地点 1号窯跡出土須恵器実測図

下 をやや大 き目につ まみだ しているものの口縁部破片や,波状文 をもつ頸郡破片がある。

他 は体部 の破片であるが,B地 点 1号窯 と同様,厚手・薄手 にわけ更に外面の叩 目と内面

のあて道具 の痕跡によって分類す ると次の様 になる。薄手の もの としては,1外 面が平行

叩 目で内面 に円弧状文 のあるもの,2外 面が平行 叩 目で内面が平滑 なもの,3外 面が格子

叩 目で内面が平滑なもの,4外 面が格子叩 目で,内面 が綾杉状文の もの,5外 面が平滑 で

内面が円弧状 文 の もの,6両 面平滑 なもの,な どがあ り,厚手の もの としては,1外 面が

平行叩 目で内面が円弧状文 の もの,2外 面が平行 叩 目で内面が平滑 なもの,3両 面共平行

状 の もの,4外 面が格子叩 日で,内面平滑なもの,5内 外面共格子 目の もの,6外 面が平

滑 で内面 が格子 目文 の もの,7外 面が平滑で内面が円弧状 文 の もの,8両 面共平滑 なもの

などがある (図 版 8g～ 1)。

Ⅶ  D・ E・ F・ G地点の窯跡群の遺物

1.D地 点の遺物

B-1号窯,C-1号窯のある,長標丘陵か らわずかに南 に張 りだした丘陵の西 に浅 い谷 を

へ だててやや長 く南 に張 りだ した丘陵があるが,D地 点の窯 は,そ の先端 の南斜面 にあっ

たもの と考 えられ る。 C-1号窯の西約 50mに あたる。開田工事 のため,既に失 われたもの

と思われ る。 ここか らは甕の破片が数点出上 しているのみである。 いずれ も外面 は平行 叩

目で,内面 が円弧状 文のあるものである。

2.E地 点の遺物

E地点の窯跡や,後 に述べ るG地点の窯跡は,B-1号窯の面 している浅 い谷の,更 に西

側 にある南】しの浅 い谷に面 している。 E地′ミは東斜面, G地点は西斜面 で, いづれ も頂部

４３
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近 くである。 E地点は, A地点 1号窯の西約 50mに あ

たる所 である。 スサ入 りの窯壁 が広 く散布す ることか

らみて 1基 だけでな く,数基存在す る可能性 もある。

ここか らは杯 。蓋・長頸瓶・椀 或 いは鉢,甕な どが発

見 されているが,い ずれ も刻ヽ破片である。杯 は,日縁

部破片,底部破片 な どがある。底部破片 は,回転ヘ ラ

削 り再調整 がある。蓋 は天丼部の小破片 である。長頸

瓶 は,日縁部 と,高台部 の破片 である。 口縁部 は径 15

Cm位で,やや大 き目だが,長頸瓶 と考 えられ る。甕 は

何 れ も休部 の破片である。外面 は平行 叩 目や,格子叩

目があ り,内面 には円靱状 文 のあるもの と,な いもの

性_______型 的  とがぁる。

第10図  E.F地点の須恵器実測図    3.F地 点の遺物
1.E地点  2.3F地点

    c地 点1号窯の東約 180mの 長根丘陵がわずかに南 に

張 りだ している所 の中腹 にある。 ここか らは杯・蓋 。

長頸瓶・甕 などが採集 されている。杯 は,日縁部,体部,底部 な どの破片 であ り,高台の

つ くもの もある。底部 には, 回転糸切痕 をもつ もの もい くつかある。 また,体部下半 に手

持 ちのヘ ラ削 りのある小破片 もみ られ る。蓋 は口縁部の小破片である。図示 したものの他

に,直角 に下方 に折 り曲げ られた端部 をもつ もの もある。長頸瓶 は,底部小破片,体部小

破片があるのみである。甕 は,日縁端部下方 をわずかにつ まみだ している単純 な形の口縁

部小破片 と,外面が平行 叩 日で,内面 に円弧状 文のある休部破片が数′ミある。

4.G地 点の遺物

G地点は先 に も述べ た様 にE地点 と同 じ谷に面 した西斜面の頂苦Б近 くにあ り, A地点 1

号窯の西約30mの所 である。 ここには,杯・甕 の破片がある。杯 は底部 の破片であるが,

静止糸切痕 がある。底部周縁 はロクロの回転 を利用 しないヘ ラ削 り再調整 をしている。甕

は体部の月、破片 であるが,外面 には格子叩 目があ り,内面には,わずかに湾山す る平行文

がみ られ る。

Ⅷ 考

1.出 土遺物の編年 と考察

ここでは先づ,各窯跡出土須恵器の特徴 を概観 し,年代的な位置付 けをしたい。次 に,

長根窯跡群 の中での編年的 な考察 を若千行 なうことにす る。

A地 点 1号窯の須恵器 についてみると,杯 Iは,すべて回転ヘ ラ切 りでロクロか ら切 り

離 し,丁寧 な回転ヘ ラ削 りの再調整 が体部下半か ら底部 にわたって行 なわれ る。 この削 り

によ り,体部 と底部 との境界が明瞭 な稜 をなす。高台が,底部周縁 よ り l cmほ ど内側 に付

され るの も杯 Iの大 きな特徴 である。杯 Hは蓋 とセ ッ トになるもの と考 えられる。杯 HIは

高台の付 かないものであるが,底部 がゆるい丸底 をなす。盤 も外面の体部下半か ら底部 に
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かけて丁寧 なヘ ラ削 り再調整 を行 なっている。長頸瓶 は,頸部の口縁端部 の下 に弱 い隆線

が 1条め ぐるのが特徴 であろう。 さらに肩部 と胴部の境界には,凹線 をめ ぐらしている。

高台は,厚 く外方 にふんばつた端面の水平 なもの と, さほ ど厚 くな く,端面 が外上方 をむ

ぃた,や は り外方 にふんばったものがある。

次 にB地点 1号窯の須恵器 で特徴的なものは杯 Iや蓋 である。杯 Iは ,__体部 と底部の境

界が丸味 をおび,あ ま りはっ きりしないものであ り,底部 は,割合大 き日である。 rrク ロ

か らは,ヘ ラ切 りではなされ,再調整 は全 くない。蓋 は,割合大 き目で,天丼部 |こ は,高

い宝珠形のつ まみがつけられている。

C地ソミ 1号窯か らは,特徴のある器形 の須恵器 は出上 していない。甕の形態や,甕体部

破片の叩 目,あ て道具 の痕跡な どは B地′点 1号窯 とほぼ共通す る。

D地点からは甕の破片が娩ミ出上しているのみで特徴 は,は つきりしない。

E地点の須恵器 も小破片のみで,さ ほ ど特徴 はつかめないが,杯底部の破片の中に,回

転ヘ ラ削 り再調整 をしているものがある。甕の体著卜の叩 目は, B-1・ C-1な どとさし

て変 りがない。

F地点出上の須専器 には,回転糸切 り痕のある杯 がみ られ る。 また,G地 ′点の須恵器 の

中には,静止糸切 りでヘ ラ削 り再調整のある杯底部破片がある。

以上各窯跡の須恵器の特徴 を略述 したが,次に各窯の年代的位置付 けを考 えてみたい。

A地点 1号窯の須恵器 については,す でに先 の報告 で,やや詳 し くふれたので,再述 は

省略す る。他地方の出土品 と比較す ると,陶邑古窯址群 の T K 217,M T21(注 1)藤原

宮跡の出土品 (注 2)福 島市小倉寺高畑窯跡の出土品に類似 し (注 3)地方色 はほ とん ど

目立たない。 ところで陶邑古窯l■群 の編年 では,T K 217は ,第 HI期一宝珠 ツマ ミと高台

の出現以後― の型式の内の 2番 目の型式 である。 またM T21は ,第Ⅳ期一蓋内面のかえ り

の消失以後― の 5型式の内の最初 の型式 である。 そ して第皿期の実年代 は, 7世紀前半か

ら 7世紀後半,第 Ⅳ期 は 7世紀後半か ら8世紀末 に比定 されている。 さらに藤原宮跡出土

のかえ りのない蓋,台のある杯 のセ ッ トは 8世紀初頭 と考 えられてお り, また福 島市小倉

寺高畑窯跡の出土品は,偏平 な宝珠つ まみ をもち,内面 にかえ りのある蓋 があることな ど

か ら, 8世紀前半 に位置づ けられてお り,多賀城創建以前の所産 と考 えられ る。

ところで,多賀城,多賀城廃寺 の創建 の瓦 を焼成 した宮城県加 美郡色麻村 日の出山窯跡

群 A地点 で (注 4)瓦 と伴出 した須恵器の内,高台付杯 や,長頸瓶 は,今回発見 されたA

地点 1号窯出上の高台付杯,長頸瓶 より新 しい様相 を呈 している。杯 の高台の付 く位置や ,

長頸瓶 の体部,高台の形 に差異が顕著 である。

従 って A地主 1号窯か ら出土 した須恵器 は, 日の出山 A地点の ものよ り古 く,む しろ現

在知 られ るか ぎり,東北最古 と考 えられている福 島市小倉寺高畑窯跡の出土品に近 い。以

上 のことか ら, これ らの須恵器 は, 3世紀初頭 の所産 と考 えられ る。

B地点 1号窯 については,杯に最 も著 し く年代 的な特徴があるか と考 えられ る。 この杯

.は ヘ ラ切 りで再調整あないものである事 は先 にも述べ た。 この類の杯 の年代的位置付 けに

ついては,以前 に若千ふれた事 があるが (注 5),ヘラ切 りで再調整のあるものや,静止糸

切 りの杯 よ り年代 の降 るものであるが,回転糸切 りの杯等 よ りは勿論古 い ものである。年

代的には,8世紀後半か ら 9世紀前半 と考 えられ る。ところでヘ ラ切 りで再調整のない杯 は
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底 部  ―――――一→
Aタ イ ブ

(長狼窯跡 B-1出 ■)

第■図 ヘラ切 り非再調整の杯の2つのタイプ

2つ に大別す ることがで きる。 Aは この窯跡か ら出土 した様 な,底部 と体著Ьとの境 界がは

っきりせず九味 をもちゆるやかな丸底風の ものであ り,Bは 底部 と体部の境界が判然 とし

てお り,平底の ものである。 この両者 の相違点 は,ヘ ラ切 りをす る部分 の,底部 に対す る

大 きさにある。 つ ま り,境界の判然 としたもの Bは底部全面がヘ ラ切 りの時 にで き上 るわ

けである。 それ に対 して,底部 と体部の境 界がはっきりしな い もの Aに つ いて は,底部

の大 きさよ り,ヘ ラ切 りをす る範囲は小 さいのである。すなわち両者 では,ヘラ切 りの技

術上,やや相違 があるわけである。

Aの比較的 まとまった出土例 としては山形県酒 田市明成寺遺跡 (注 6)が ある。 この遺

跡の出土品には Bは 含 まれていない。 また,Bの 出土例 としては,多賀城跡で発見 され る

竪穴住居跡の内で,比較的古 い と思 われ るものか ら多 く出土 している (注 7)。 これ らの他

にも多 くの遺跡が知 られているし,両者 が混左 している遺跡 もある。

ところで,多賀城跡で Bタ イプのヘ ラ切 りの杯 を出す竪穴住居跡は,多賀城第Ⅲ期 (西

暦 780年以降 869年迄 )に属す るもの と考 えられている。又多賀城 第皿期の瓦 を焼 いた仙

台市原町小 田原安養寺下瓦窯跡 (注 8)か らもヘ ラ切 りの杯 が出上 している。 だか らBタ

イプの杯 は 9世紀前半 までは降 るもの と考 えて良い。 多賀城 では Bタ イプの杯 につづ くも

のは回転糸切 りである。 これ らのことか ら, Aタ イプの杯 は, Bタ イプの もの よ り,同 じ

ヘ ラ切 りで再調整 のないものの内でも,比較的古 いものであることが知 られ る。ヘ ラ切 り

で再調整のない杯 には, 8世紀後半か ら, 9世紀前半位 の中をもつ と思 われ るが,今回B

地 点 1号窯 で発見 され たものは,そ の中でも比較的古 く, 8世紀後半 に位置づ け られ るも

の と考 えられ る。

C ttL点 1号窯 については,甕体音Ь破片の叩 目や あて道具 の痕跡な どか らみて, B地点 1

号窯 とほぼ同年代 か と考 えられ る。 D地点 に関 してはわか らない。

次 にE地点, F地点, G地点の須恵器 について,あ わせて年代観 を述べ たい。 E地点 で

は,杯底部 に回転ヘ ラ削 りのあるものが認め られ,F地 点では,回転糸切 の杯 が採集 され

た。 また, G地点では,静止糸切 の杯 が出土 している。 これ らと同類の杯 については,以
前 に若千年代観 を述べ た事 がある (注 9)b回 転ヘ ラ削 りのある平底の杯 は, 8世紀前半 に

位置づけ られ,静止糸切 りの杯 は, 日の出山窯跡群 A地点で多賀城創建 の瓦 と共伴 したの

で, 3世紀前半 である事 が判明 している。 又回転糸切 の杯 については,一般 に 9世紀以降

と考 えられている。

ところで,仙台市台の原窯跡群 でも,静止糸切 りの杯や,回転ヘ ラ削 りの杯 は採集 され

ている (注 10)。 現時点 では,台の原窯跡群 の生産開始時期 は,陸奥国分寺 の創建 に伴 うも

の と考 えられている (注 H)。 そ う考 えると, これ らの杯 は 8世紀半頃 まで,作 られていた
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という事 がわか る。 また,福島県伊達郡 国見町の大木戸窯跡では, 1つ の窯跡に上・下 2

層の床面が認め られ,上層か らは,回転ヘ ラ削 りの杯力ヽ 下層からは,静止 糸切 りの杯 が出

土 している (注 12)。

これ らのことか ら,E地 点の年代 はA地点 よ りは新 しく8世紀の前半か ら半頃, G地点

の年代 は,E地 点 の年代 に含 まれ る 8世紀前半 と考 えられ る。 いづれ も年代 に中が考 えら

れ,細か く限定す るこ とは不可能 である。勿論 B・ C両地点 よ りは古 い と思 われ る。 F地

点はB地点 よ り新 しく, 9世紀半以降 とみな して良かろう (注 13)。

この度発掘 を行 ったBoC両 地点以外の D～ G地点 については,表面採集資料 であ り,

各地点毎 に窯跡が数基存在す る事 も考 えられ る。以上 に記 した各地点の年代観 は,あ くま

でも現段 階での見通 しであ り,断定す る事 はで きない。

これ まで述べ た年代観 をもとに,各地点の操業時期 をあらわす と下 の表 の様 になる。つ

ま り,長根窯跡群は, 8世紀初頭 に須恵器生産 を開始 し,10世紀以降にいたるまでほぼ連

続的に,須恵器専用の窯場 として存在 した事 が判明 したわけである。

年代
地区

700               800 900               1000

A地区 1号窯
ー

B地区 〃

C地区  ″

ー

D地区 ″

E地区 ″

一

F地区 ″

G地   〃
一

注 1 田辺昭三 『陶邑古窯址群 I』 (平安学園)1966

注 2 『藤原宮』 (奈良県教育委員会 )1969

注 3 工藤雅樹 「福 島市小倉寺高畑遺跡発掘調査報告」 (『福 島市の文化財,福島市文化財調査報

告書第 7集』福 島市教育委員会 )1969

注 4 岡田茂弘,工藤雅樹,桑原滋郎,佐々木茂本貞,進藤秋輝『宮城県文化財調査報告書第22集

日の出山窯跡群』 (宮城県教育委員会 )1970

注 5 『多賀城跡調査報告 I―多賀城廃寺 跡』 (宮城県教育委員会,多 賀城町 )1970の 第 5章遺

物 3土器類 で,桑原が若千述べている。

注 6 酒 田市教育委員会保管。佐藤ネ負宏 「酒田市明成寺遺跡」 (『 庄 内考古学第11号』庄 内考古学

研究会 )1972
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注 7 『宮城県多賀城跡調査研究所年報1971多 賀城跡』 (宮城県教育委員会,宮城県多賀城跡調

査研究所)1972

注 8 『―略報―安養寺下瓦窯llL』 (古窯跡研究会 )1972
注 9 注 4・ 5に 同 じ。

注10 加藤孝,野崎準「台の原,小日原窯跡群の古窯跡分布 とその問題点」 (『東北学院大学,東
北文化研究所紀要第 4号』)1972,65頁 図版 6

注11 こういった窯の生産開始時期が陸奥国分寺創建 よりさかのぼる可能性は皆無 とはいえない。
ただ,こ れらの須恵器は瓦 と共に採集されていることから,一応国分寺創建以降 と考えて

お く。

注12 桑原滋郎「福島県国見町大木戸窯跡の調査」 (『東北史学会1972年度大会プログラム』)1972
注13 多賀城第Ⅳ期 (貞 観11年 869年以降)の 瓦を焼いた月、田原安養寺中囲瓦窯跡からは,回転糸

切りの杯が出土 している。『東北学院大学東北文化研究所考古学研究資料 目録第 1冊宮城県

仙台市原町小田原字安養寺中囲瓦窯址群出土 目録』 (東北学院大学東北文化研究所)1968

2.長根窯跡群 をめ ぐる諸問題

以上 で調査の概略 を終 えるが,最後 に本窯跡群 をめ ぐる諸問題 について考 えてみたい。
まず長根窯跡群 の特色 の第 1′ミにあげていいのは,窯の構造 と生産品である。 A～ C地

点の発掘調査 によって,こ れ ら 3地点 に共通す る窯の構造 として半地下式のあな窯 である
ことが明 らかになった。 しか も須恵器 だけを専用 に生産 している (注 )。

このことは,多賀城創建期の瓦 を製作 す るために同 じ宮城県北地方に築 かれた窯跡群 の

構造 が,加美郡色麻村 日の出山窯跡群 にせ よ遠 田郡 田尻町木戸窯跡群 にせ ょ,地下式 であ
り, かつ瓦 と一緒 に須恵器 を生産 しているのに比較すると,著 しい相違点 というこ とがで き
る。

これ らをもってすれば,宮城県北部地方の須恵器の生産 に,半地下式窯 による専用生産
と地下式窯 による瓦 との併用生産 の 2系統 があったことを指摘 しなければならない。 か く
して,長根窯跡 は今後 の東北窯業 史の研究上 に 1つ の基準 を与 えるであろう。
つ ぎに,長オ長窯跡群 は, これ までのべて きたように, 3世紀初頭 には生産 が開始 された

ことである。 A-1号 窯跡がそれであ り,こ の窯跡か ら出上 した須恵器 は, 8世紀の30年

代頃の構築 と考 えられている日の出山窯跡群 A地点の ものよ りは明 らかに古 く,む しろ現
在知 られているか ぎり,東北最古 と考 えられ る福 島市小倉寺高畑窯跡の出土品に近 い。 さ

らに,長根窯跡群 A-1号 窯跡の須恵器 は,前述の よ
`う

に畿内の陶邑古窯址群や藤原宮跡
の出土品に近 い地方色のほ とんど目立 たないものである。

これ らの事実 は,多賀城創建以前 に,非常 に中央的 な須恵器製作 の技法 が,窯 とともに

長根丘陵 に伝播 して きていることを物語 るもの とみ とめ られ る。 多賀城 の北方約40km,令
制の刻、日郡域 の しか も北端部 に近 い長根 の丘陵 で,か か る畿内的色彩 の濃 い本格 的 な土器

生産 がは じまっていることは,大 いに注 目しなければならない。土器の製作 に, この地域
の平穏 な状態 をその時期 に想定す るのであるが,そ の前提 としての建郡 も,月 田ヽ郡 の国史
上 の初見である天平21年 (749)を はるかに湖 って考 えてよいだろう。
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しか し,長根丘陵上 に分布す る他 の窯跡の須恵器 をみると,そ こにはA地点 にみ られた

畿内的 な技法 は うかがえない。 む しろA地点以外の須恵器 は全 く地方的 な もので しかない。

従 って,長根丘陵上への中央文化の伝播 は,以後 も継続 したとはみなしがたいのである。

最後 に,長根窯跡群 の製品の供給先 の問題 である。前 回の報告書『長根窯跡』 において

は,A-1号 窯跡出上の長頸瓶 が宮城 県岩沼市長 谷寺横穴出上のそれに酉割以してお り,当

窯の製品である可能性 を考 えて注記 しておいた。本窯跡群 の性格 が郡 の窯 であったのか ,

それ とも刻ヽ 田郡域 を越 えた範囲 に製品 を供給す る窯 であったのかの問題 は,供給関係 を洗

うことによっておのずか ら明 らかになるもの と考 えるので,今後,各地の遺跡の出土品に

対す る検討 と資料 の増加 とをまつ と共 に,長根窯跡群 の継続 した研究が必要 であろう。

E地点や F地点の場合 には,時期の異 なる各種 の上器があ り,窯壁の遺存 も顕著 である

し,G地 ′点も注意すべ きものがある。 これ らの地′点は長根窯跡群全体 の性格 を把握す るた

めに,将来是非 とも調査す る必要 があると考 えている。

注 長根窯跡A地点よりは時期が新 しいが,同 じく8世紀に繰業が開始された窯 として,宮城県

黒川郡大和町鳥屋古窯跡をあげることができる。 これも須恵器専用の窯跡である。

『宮城県黒川郡大和町鳥屋古窯址出土品目録』 (東北学院大学東北文化研究所 )1968

末筆 なが ら,本報告 をなすにあた り,遺物の整理,分類 に関 して,進藤秋輝氏の御教示

を得 た。 又図面作成 については,高野芳宏氏の御協力を得 た。 さらに,遺物の復原等に恵美昌

之氏,後藤祥子氏 をわず らわせ た。記 して感謝 の意 を表す る次第である。
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図版 1 長根窯跡群付近航空写真

承認番号 昭47 6592号  TO-72-6×  G4-21



図版 2

a。 長根窯跡群遠景

b.発掘地区全景

c.A地 点 1号窯跡
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図版 3 a

b

B地フ点 1号窯跡

須志器出土状況
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図版 5 A地 点 1号窯 跡出土須恵器  a～ d ttl e tt f杯 Ⅱ



図版 6

A地点 1号窯跡

出土須恵器

長頸瓶
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□版 7 B地 点 1号窯跡出土須忠器
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